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こ

～創意と工夫で思いやりと支え合いのまちに～

　十日町市社会福祉協議会は、地域に根ざした福祉活動を進めるため、

福祉施設が整備され地域活動の盛んな下条・水沢をモデル地区に「地

区社会福祉会」設立の準備を進めています。この組織は、地区公民館

を拠点に公民館活動と連携しながら、地域の人達が抱える福祉への様々

な要望を把握し、地域の実情に合ったきめ細かな福祉サービスを提供

するための身近な窓口となります。今月は、両地区で設立の準備を進

めている地区社会福祉会を特集しました。
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こ
れ
ま
で
の
福
祉
と
い
う
と
恵
ま

れ
な
い
人
の
た
め
と
か
、
障
害
を
持

っ
た
人
の
た
め
に
と
か
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
も
す
れ
ば

こ
れ
ら
の
人
達
を
地
域
社
会
か
ら
遠

ざ
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
恵
ま
れ
な
い
人
も
、
障

害
を
持
っ
た
人
も
、
お
年
寄
り
も
、

す
べ
て
の
人
達
が
交
流
し
助
け
合
い

な
が
ら
生
活
を
共
に
す
る
の
が
、
本

来
の
福
祉
社
会
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
大
切
に
な
る
の
が
地
域

福
祉
で
す
。
地
域
福
祉
が
目
指
し
て

い
る
も
の
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
達
が
、
人
間
ら
し

く
生
活
で
き
る
条
件
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
創
意
工
夫
に
よ

っ
て
創
り
出
し
、
弱
い
立
場
の
人
達

も
、
ひ
と
り
の
地
域
住
民
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
困
っ

た
と
き
に
は
互
い
に
助
け
合
い
、
交
流

し
な
が
ら
共
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
社
会
を
創
る
こ
と
で
す
。

国
が
目
指
す

　
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り

　
国
は
高
齢
化
社
会
を
国
民
が
生
き

が
い
を
も
ち
、
安
心
し
て
生
涯
を
過

ご
せ
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
・

福
祉
社
会
に
築
ぎ
あ
げ
る
た
め
、
平

成
二
年
に
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

十
力
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
」

を
策
定
し
、
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
っ
た
人
に

対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
住
民
に
最
も
身

近
な
市
町
村
で
き
め
細
か
く
、
計
画

的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

圏
を
重
視
し
、
地
域
の
特
性
に
見
合

っ
た
き
め
細
か
な
地
域
福
祉
施
策
を

提
供
す
る
「
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
」
、
．

昨
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
を
よ
り
積
極

的
に
推
進
す
る
「
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
が
創
設
さ
れ
、
今
年
度

十
日
町
市
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

住
民
の
二
i
ズ
（
要
求
）
に
応
じ
た

相
談
、
情
報
提
供
や
地
域
を
あ
げ
て

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
支

援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
福
祉
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　
を
目
指
す

　
市
で
は
長
期
発
展
計
画
に
基
づ
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
市
民
が
地

域
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
願
っ
た
「
十
日
町
市
地
域
福

祉
計
画
」
を
平
成
二
年
に
創
り
ま
し

た
。
「
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
」
の
実
現

を
目
指
し
、
五
本
の
テ
ー
マ
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
盤
整
備
」

が
あ
り
ま
す
。

　
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
っ
た
人
が
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
日
常
生
、

活
を
営
む
た
め
に
、
人
と
人
と
が
互

い
に
結
び
合
い
、
思
い
や
り
と
助
け

合
い
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
積
極

的
に
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
基
盤
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ

の
拠
点
づ
く
り
と
学
習
の
機
会
を
提

供
し
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福

祉
施
設
、
関
係
す
る
機
関
、
団
体
、

個
人
が
横
の
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

自
ら
参
加
す
み
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
共
に
生

き
る
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
、
市
で

は
県
内
で
新
潟
市
、
新
発
田
市
に
続

き
、
い
ち
早
く
国
の
事
業
を
取
り
入

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
地

域
福
祉
実
現
の
た
め
の
事
業
を
進
め

で
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
の
主
体
と
な
っ
て
い
る

の
が
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
中
核
的
な
担
い

手
と
し
て
の
役
目
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
身
近
な
窓
口

と
な
る
、
地
区
社
会
福
祉
会
の
設
立

の
準
備
を
今
進
め
て
い
ま
す
。

上村順平さん（太田島2・75歳）

　　（十日町市社会福祉協議会長）

　心のかよった福祉社会に

　社会福祉をとりまく環境は今大きな課

題を抱えています。住民と行政が一体

となった地域ぐるみの活動が真に要求さ

れ、その対策として小地域における福祉

活動の推進が不可欠となっています。今

年は水沢と下条のニカ所をモデル地区に

指定。住民の福祉の二一ズに応えるため

地区社会福祉会を設立します。また、将

来は市全域に設立し、心のかよった福祉

事業の充実を図りたいと考えています。

市民の皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

　グレードの高いネツトワークを

　弱い立場に定義はなく、可能性はだれ

しももっています。共に生きていくため

には、地域の情報をきめ細かにキャッチ

することが必要。福祉は守秘義務やプラ

イバシーの問題がありますが、その壁を

破っていくのが地区社会福祉会ではない

でしょうか。まきや親類とのしがらみは

ありますが、これとどういう連携がとれ　～

るのか、いざという時に真に助け合える

グレードの高いネットワークが必要です。

　地域の問題がどこにあるのか気長に掘

り下げる組織と担当者は、地域のソーシ

ャルワーカーになってもらいたいと願っ

ています。

山ロ和子さん（下条中央通り・63歳）

　　（下条地区社会福祉会設立準備委員）
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地
区
軽
嚢
霧
塾
警
と
は

　
地
区
社
会
福
祉
会
は
、
地
区
公
民

館
を
拠
点
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
公

民
館
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

の
人
達
が
抱
え
る
福
祉
に
対
す
る

様
々
な
要
望
を
把
握
し
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
き
め
細
か
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
関
係
機
関
と
地
域
の
人
達
が

一
体
と
な
っ
て
提
供
し
よ
う
と
す
る

組
織
で
す
。

　
具
体
的
な
役
割
は
、
公
民
館
を
核

と
す
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
で
す
。
地

域
福
祉
・
在
宅
福
祉
を
進
め
る
う
え

で
、
そ
の
舞
台
と
な
る
区
域
を
旧
町

村
単
位
の
小
地
域
と
し
ま
す
。
そ
の

地
域
に
お
い
て
民
生
児
童
委
員
を
中

心
に
、
医
療
や
教
育
機
関
、
福
祉
施

設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
集
ま
り
、
弱
い
立
場
の
人
達
を
日
常

的
に
支
え
る
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
組
織
を
目
指
し
ま
す
。

　
下
条
．
謎
地
島

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
実
情
に
応

地区社会福祉会の設立に向け、各層の皆さんが熱心に話し合われました。（水沢地区）

じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
進
め
る

た
め
に
当
面
、
三
好
園
や
妻
有
荘
・

平
成
園
な
ど
社
会
福
祉
施
設
が
整
備

さ
れ
、
ま
た
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
分
野
で
着
実
な

地
域
活
動
を
進
め
て
い
る
下
条
・
水

沢
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
両
地
区
で
は
地
区
振

興
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
青

年
会
、
青
少
年
育
成
団
体
、
民
生
児

童
委
員
、
学
校
・
福
祉
施
設
な
ど
の

活
動
と
連
携
し
て
、
相
乗
効
果
の
あ

が
る
活
動
を
目
指
し
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
八
月
中
旬
こ
ろ
に
地

区
社
会
福
祉
会
を
設
立
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

地
区
馨
禦
難
懇

　
拠
点
纏
離
灘
理
由
は

　
地
区
社
会
福
祉
会
の
活
動
の
拠
点

を
当
面
地
区
公
民
館
に
置
く
こ
と
に

し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら

で
す
。

　
社
会
教
育
を
行
う
公
民
館
と
社
会

福
祉
の
一
翼
を
担
う
地
区
社
会
福
祉

会
と
は
、
も
ち
ろ
ん
全
く
別
の
組
織

で
す
が
、
公
民
館
活
動
の
中
に
は
ボ

ラ
ン
．
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
社
会
福
祉

的
な
か
か
わ
り
を
も
っ
た
面
が
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
仕
事
に
も
青
少
年
の
健
全
育

成r－””’”’β’””’9’σ’”4”’”ダβ4”曹”」8484躍4－」8’”454”、
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的i写真、3世代の睦み合い写真など、多数のi
なl　　　　　　　　　　　　　　　　l活1応募をお待ちしています・　　　　1
動i■応募資格どなたでも応募できます・　1
がi■応募方法　①写真は未発表のもので、一1
をi人3点以内とします・②サ‘ズは・カラi

　l　一版とし2Lサイズ（11．9享×16．9享ン）　1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　とします。（組写真・スライドは除く）③i
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　i　作品の裏面に、住所・氏名・年齢・電話1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　番号・作品の簡単な説明を記入した応募1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　票をはってください。　　　　　　　　i
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　i■作品の展示　応募作品は9月25・26日のi
　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　健康づくりフェア（クロス10）で展示し　1
　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　i　ます。社会福祉事業等に活用するため作1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　品は返却いたしません。　　　　　　　　i
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1■申し込み　9月10日（木）までに社会福祉事1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　i　務所高齢福祉係（〒948十日町市千歳町3　1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　1　－3智内線136）へ。　　　　　　　　　1
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廟
　㌔■r，』膨，碑，禰r44r－一r，』r，纏r－』膨，』r4』r，』74』r」r』7－』74』■r4』r4置4』7－』7，』r4』r4』74』7』F』7」47，綱7，』膠，』7，』74、

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

お
互
い
が
連
携
し
て
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
最

も
集
ま
り
や
す
く
、
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
い
る
地
区
公
民
館
を
活
動

の
拠
点
と
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
ま
ち
と
し
て
有
名
な
山
梨

県
小
淵
沢
町
で
も
、
地
域
の
人
達
が

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
公
民
館
を

拠
点
に
し
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
社
会
福
祉
会
の
事
務
局
と
な

る
公
民
館
の
体
制
は
、
下
条
・
水
沢

両
地
区
の
公
民
館
職
員
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
を
兼
ね
、
新
た
に
社

会
福
祉
協
議
会
の
臨
時
職
員
一
名
を

配
置
し
、
活
動
を
進
め
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

地
匿
聾
嚢
鵬
紐
会

　
　
　
　
灘
講
議
事
業
は

　
地
区
社
会
福
祉
会
が
行
う
事
業

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

ま
す
。

①
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る
理
解
と

　
協
力
を
求
め
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ

　
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
広
報

　
活
動
。

②
家
庭
や
保
育
所
・
学
校
・
社
会
教

　
育
機
関
・
地
域
な
ど
が
一
体
と
な

　
っ
て
、
将
来
を
担
う
児
童
や
青
少

　
年
を
心
身
と
も
に
健
全
に
育
成
す

　
る
た
め
の
事
業
。
具
体
的
に
は
、

　
少
年
野
球
・
子
供
会
・
青
少
年
赤

　
十
字
団
（
J
R
C
）
の
育
成
な
ど

　
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
老
人
・
障
害
者
・
児
童
・
青
少
年

4



上村宇一さん（新宮1・65歳）

　　（水沢地区公民館長）

公民館は情報・相談の窓ロ

とかく行政の縦割的福祉が問題だと言

われる中、地域主体・住民参加による福

祉活動を推進するネットワークづくりは

大変重要であると考えています。直接住

民や各種団体の人達から、福祉に対する

生の声や情報を的確に把握する、その窓

口となるのが地区公民館だと思っていま

す。地域に根ざしたきめ細かな福祉サー

ビスの向上とボランティアの育成などを

図りながら、地区社会福祉会の充実・発

展に努めたいと考えています。

福祉は人づくり教育の充実を

看護婦の立場から「高齢者を支える地

域づくりを目指して」と題し、福祉・保

健・医療サービスのシステム化や介護者

の相談窓口の設置、カード登録などを提

言しました。社会福祉会は市民ぐるみで

高齢者を支える取り組みをする、いい機

会だと思っています。でも、組織作りは

大事ですが、人の意識を変えなければ機

能しません。小さい頃から思いやりの心

を育てる教育が大切。．人づくりだと思っ

ています。医療機関だけでは限界があり、

行政から大いに旗をふってもらいたいと

思っています。

　藤木登美子さん（北原・38歳）

　（「福祉への提言」優秀賞・看護婦）

　　　　　　　　　　纈　　　　　　　　贈

舞

醐

蓬

難

5とお』『詐』ぢ　平成4年8月10日

福祉事務所と社会福祉協議会

福祉事務所と社会福祉協議会の仕事の違いがよくわからないという声

を耳にします。社会福祉事務所と社会福祉協議会は一体となって福祉施

策を進めていますが、次のところで基本的な立場の違いがあります。

〈福祉事務所〉　市役所の行政組織の1つで、法律で福祉事務所を

置くことが決められています。主な仕事は、生活保護や老人、児童、身

体障害者や精神薄弱者、母子・父子家庭などの福祉に関する法律に基づ

いて全国一律に同じ基準で、同じサービスを公平に行う仕事です。

具体的には、保育所など児童福祉施設と特養ホームなど老人福祉施設

への入所者と料金の決定、身体障害者や精神薄弱者などに対する援護と

指導、戦傷病者援護などです。もちろん、市の独自施策としてこれから

の福祉のあり方をどう進めてゆくかを決めるのも大事な仕事です。

〈社会福祉協議会〉　・社会福祉協議会は、公的機関の協力を得て法人が

運営する、自主的な福祉活動を進める中核となる民間団体です。その組

織は、市町村、郡、県単位で構成され、全国組織につながっています。

社会福祉を目的とする事業の調査、総合的企画、普及、宣伝などととも

に、このほどの法律改正により、在宅福祉サービスを実施する主体とし

て、ボランティア活動等住民の参加する地域福祉活動を実施することが

加えられました。

いずれにしても、福祉事務所の行う公の仕事と福祉協議会の民間の行

う仕事が車の両輪となって地域福祉を推進することが求められています。

　
な
ど
の
社
会
参
加
事
業
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
基

　
盤
強
化
事
業
。
具
体
的
に
は
、
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
（
福
祉
活

　
動
学
習
会
）
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
・

　
老
人
宅
の
雪
下
ろ
し
や
雪
囲
い
・

　
老
人
の
介
護
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
面
、
下
条
と
水
沢
地
区
で
は
、

地
域
の
人
達
か
ら
幅
広
く
参
加
し
て

も
ら
い
、
福
祉
全
般
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
地
域

が
抱
え
る
様
々
な
二
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
た
り
、
ど
ん
な
お
年
寄
り
が
ど

う
い
っ
た
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
を
把
握
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種

福
祉
講
習
会
や
学
習
会
を
開
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
地
域

の
人
達
同
志
の
助
け
合
い
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
が
基
盤
と
な
っ
た
在
宅
介

護
援
助
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
い
ろ
ん

な
福
祉
二
i
ズ
に
即
応
で
き
る
体
制

を
作
り
、
思
い
や
り
と
支
え
合
い
の

あ
る
ま
ち
（
地
域
）
を
つ
く
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ド
ユ
ド
　
し
ヨ
し
ラ
ド
　
ド
ラ
し
ド
　
ド
　
し
　
レ
　
ヨ
　
し
ラ
　
ド
　
ラ
ラ
　
　

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
獣
　
　
　
　
　
　
一
り

磁
Ψ
灘
蔓
謙

　
…
　
㎜
ズ
　
献
保
施
　
　
　
　
　
一
　
の

　
一
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ア

　
皿
　
三
　
　
　
絡
　
　
　
　
　
　
イ

…
…
　
　
連
　
　
　
ム
テ

置醐

碁
連
」
躍

　
　
　
ゴ
灘
　
醗
供
聲

　
　
　
　
　
表
　
　
　
　
　
提
　
現
チ

　
　
　
　
　
代
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
内
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
驚
　
　
　
　
　
サ

　
地
区
社
会
福
崔
養
ぽ
．
今
後
、
下

条
・
水
沢
の
両
地
区
の
状
況
と
成
果

を
見
な
が
ら
十
日
町
市
地
域
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
モ
デ
ル
地
区
を
広
め

な
が
ら
、
将
来
は
地
域
の
実
態
に
合

う
よ
う
に
、
市
全
域
に
設
置
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

　
五
万
市
民
す
べ
て
が
、
福
祉
の
問
題

を
身
近
な
問
題
と
し
て
感
じ
ら
れ
、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会

の
な
か
で
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
福
祉
の
問
題
は
他
人
事

で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
に
根

ざ
し
た
福
祉
活
動
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。



i　l…ニ
ャ
ヌ

き
ゑ

尾崎の弁財社の池周辺が

　　　　　きれいに整備
～氏子の手により700万円の浄財で完成～

∩
〆
軸
つ

禰
毯

｝倫

民謡の里を目指して踊る保存会の皆さん

　日本民謡のルーツの地で

　　青森・秋田と民謡交流会
～新保広大寺節保存会20周年記念事業～

　
尾
崎
地
内
の
国
道
二
七
号
か
ら
西
側
に
見

え
る
、
弁
財
社
の
池
周
辺
の
環
境
整
備
工
事
が
完

了
し
、
地
元
氏
子
の
皆
さ
ん
で
喜
び
の
竣
工
を

祝
う
会
が
、
七
月
二
十
六
日
㈲
境
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
昨
年
と
今
年
の
ニ
カ

年
に
わ
た
り
、
氏
子
の
手
に
よ
り
約
七
〇
〇
万

円
の
浄
財
を
負
担
し
、
池
ざ
ら
い
、
漏
水
防
止
、

境
内
の
土
留
め
積
石
工
事
な
ど
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　
池
周
辺
は
年
々
雑
草
や
か
や
な
ど
で
荒
れ
、

ま
た
、
泥
に
よ
っ
て
汚
れ
て
い
た
池
を
昔
の
き

れ
い
な
姿
に
戻
し
た
い
と
、
氏
子
の
皆
さ
ん
の

熱
意
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
満
々

と
水
を
た
た
え
た
弁
財
社
の
池
に
、
真
夏
の
太

陽
が
照
り
返
し
尾
崎
の
名
所
が
復
活
し
ま
し
た
。

〃し

　
新
保
広
大
寺
節
保
存
会
（
山
田
桂
会
長
）
二

十
周
年
記
念
を
祝
う
「
青
森
・
秋
田
と
の
民
謡

交
流
会
」
が
、
七
月
二
十
六
日
㈲
午
後
一
時
か

ら
ク
ロ
ス
ー
0
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
午
前
十
時
か
ら
約
一
時
間

半
に
わ
た
っ
て
新
保
広
大
寺
の
境
内
で
、
地
域

の
人
や
愛
好
者
約
二
百
人
が
見
物
す
る
中
、
広

大
寺
節
と
広
大
寺
く
ず
し
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

奉
納
会
は
、
青
森
・
秋
田
か
ら
の
一
流
ゲ
ス
ト

に
よ
る
民
謡
が
披
露
さ
れ
、
普
段
静
か
な
境
内

も
こ
の
時
ば
か
り
は
、
民
謡
が
こ
だ
ま
し
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ぜ

　
新
保
広
大
寺
節
は
、
鼓
目
女
に
よ
っ
て
全
国
的

に
歌
い
広
め
ら
れ
、
八
木
節
や
津
軽
じ
ょ
ん
が

ら
な
ど
の
民
謡
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

きれいに整備された尾崎の弁財社

り
q

糞ち

の

⑪

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
＝
・
▼

　
　
　
　
　
　
■

水落留美子さん
　　（6年）

金
管
バ
ン
ド
部

　
わ
た
し
た
ち
の
下
条
小
学
校
で
は
、

昨
年
の
秋
に
金
管
楽
器
が
入
り
、
金
管

バ
ン
ド
部
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ル
ネ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ア

ル
ト
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー

ホ
ニ
ュ
ー
ム
、
バ
リ
ト
ン
、
チ
ュ
ー
バ

の
七
種
、
十
九
器
あ
り
ま
す
。

　
最
初
は
音
が
出
な
く
て
困
り
ま
し
た

が
、
毎
日
練
習
を
し
て
い
る
う
ち
に
少

し
ず
つ
音
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い

て
い
ま
す
が
、
音
程
を
つ
か
む
の
が
難

し
く
て
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
口
び
る
や
ほ
ほ
が
痛
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
は
、
秋
の
音
楽
交
歓
会
に
向
け
て

　　　　　　　毅　　　　　羅　　　灘　懇灘

〔水鴇叢壽人〕

み
ん
な
が
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
あ
き
ら
め
な
い
で
最
後
ま
で
が

ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
、
懸
麩
、
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

山田一也くん
　　（6年）

七
タ
集
会

ぼ
く
た
ち
の
児
童
会
は
、
季
節
ご
と
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鱗
．

癖罵

　灘灘灘難

眠気を吹き飛ばし、週2回マラソンで健康づくりに励む鐙島っ子

　　　　鐙島旱朝マラソンクラブ
　　　　　　　（代表　保坂常雄）

　　　早朝6時、「おはよう」の元気なあいさつで始まるマラ
毒錘、

　　ソンクラブ。親が子供と一緒になって、何かできること
き　　コ

灘嚢　はないだろうかとマラソンを思いつき、昭和56年に始め

灘てll年が過ぎました・新座のマラソンクラブを参考に・

　　天気の良い毎朝やっていましたが、だんだん参加者が少．甕繋・

　　なくなり、今年から火曜日と金曜日の2回にしたところ、
『灘いつも5・一6・人の親子が集まるようになりました．

醗　ラジオ体操第1と第2で準備運動をやって・鐙島小学

慈
　　校グラウンドを発着点に2．5キ．を走ります。コースは鉢の

　　入口までと吉田地区公民館までの2コース。沿道の励ま
鐙・　しの声に元気づけられながら、親子ともども頑張ってい

撫ます・ちょっと悪玉になりそう好ルール違反の子も

灘崇讐濃奪訣難雪鶴篇雑薦警酸麓
鐵馨
，箋難、きに子供たちから反対に注意されます。子供と大人の触

難灘　れ合いの場、頑張る子供たちに親が引っぱられていると

懸赫叢傷簾躍難趨羅2蕪離軟
鰯　小さいうちから眠いのをがまんして頑張る姿勢は、中・

…懸摘校生になってから生きてきます・巣立2な子供たちが・

麟鰐繍欝早聞きするたびに・クフフをやつて良

2．5キ．の距離を和気あいあいと走ります

花華ドリーム・

　　　1日交通巡視員作戦
～夏の交通事故防止を呼びかける～

　
八
月
六
日
㈲
、
夏
の
強
い
日
射
し
の
中
、
セ

ン
タ
ー
ク
ロ
ス
附
近
で
「
花
華
ド
リ
ー
ム
・
一

日
交
通
巡
視
員
作
戦
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
働
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
、

十
日
町
警
察
署
、
十
日
町
市
が
夏
の
交
通
事
故

防
止
運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
。

　
日
頃
、
自
分
達
の
ま
ち
を
「
花
い
っ
ぱ
い
に

し
よ
う
」
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
、
各
職
場
な
ど
で
活
躍
中
の
若
い
女
性
グ
ル

ー
プ
花
華
ド
リ
ー
ム
の
十
五
人
は
、
エ
ー
ゲ
ブ

ル
ー
の
制
服
を
ま
と
っ
た
コ
日
交
通
巡
視
員
」

に
変
身
。
交
通
安
全
ク
リ
ー
ン
パ
ッ
ク
や
チ
ラ

シ
を
配
り
な
が
ら
、
「
飲
酒
運
転
追
放
」
「
暴
走
運

転
追
放
」
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

に
集
会
を
し
て
い
ま
す
。
つ
い
こ
の
前
　
　
　
　
．
鞭
，
鑑
，
，
　
　
．
難
、
．
羅
、
灘
藪
．
、
．
轡

　
ぼ
く
の
ア
イ
デ
ア
で
く
す
玉
を
作
ろ
　
　
　
　
難
瀬
．
藷
　
、
・
，
．
、
麟
　
騰
馨
・
、
、
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潜
…
野
　
『
＾
麟
“
…
　
　
　
　
・
　
　
　
乱
難
　
　
』
　
購
　
￥

玉
が
と
て
も
き
れ
い
に
開
き
ま
し
た
。
　
　
だ
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も

ま
た
、
他
の
委
員
会
に
手
伝
っ
て
も
　
　
ら
え
た
の
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

ら
い
、
特
大
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
　
　
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
楽
し
ん
で

絵
は
お
り
ひ
め
と
ひ
こ
星
で
す
。
大
変
　
　
も
ら
え
る
集
会
を
作
り
た
い
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
多
｝
塾
塾
塾
塾
塾
》
畢
｝
》
塾
憂
3
ず
調

7　とお』げ夢コr平成4年8月10日



」L

出

（
国
立
鮒
辮
曝
）

ロ
明
日
香
さ
ん

暑1嚢雛　　　欄

　　國気嶋なって落ちこんでいる人産勇矧ナてや

　　　　る一とができたらと、看護婦になることを思

　　いたち、東京の看護学校に入学して今年で2年目。

　　夏休み明けから本格的に看護実習をやることにな

　　　り、今から不安と期待で胸がいっぱいなんですよ。

・國学の時は・資格が取れたら＋闘こすぐUタ

明　　　一ンして働きたいと思っていました・今は・

日　いっかは戻って来たいと考えていますが、しばら
の
十　　くは自分一人でどこまでやれるか頑張ってみよう

日　　かなあと思っています。

累蹴難毒鷺轟蜜臨
フ

若　　会で暮らしてみると不便を感じます。でも、十日町

蓼の人は気が優しくて好きなんですよ・この前も友

場　　人とバスに乗ったら、バスの運転手さんが、「どこ

〒まで行くの」rはい・着きましたよ」と気軽に話し

　　かけてくれて、ほのぼのとした気分になりました。
　霞

轍　

簿
鰯
鞭
雛
繋
繊

関

　
　
　
正
　
志
さ
ん

（
新
潟
大
楼
纂
．
侶
歳
）

　
　
　
　
　
撃

む

鋸
難

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

國灘鷺騰醜膨難暴昇
ので、スキー場に近い十日町に来ることができて

よかったと思います。この夏のアルバイト代でス

キーセットのグレードアップを図り、スキーシー

ズンの到来に備えたいと思います。

因論肥；り嬉飢弊饗鋒誕
と弾けるようになりました。夏休みにギターのコ

ードを覚えたいと思い、少しずつ練習をしていま

す。自分の指ではじく弦の音で、人を感動させる

ことができたら最高です。

團艶ご鷲嶺燕霞節談毒
に役立てることができたらと考えています。就職

はまだ先。専門の知識を生かせる職場であればい

いのではないかと思っています。

珍
恥
調

岬
N

0⑫
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
湯
沢
市
は
、
秋

田
県
の
内
陸
部
の
南
端
に
位
置
す
る
自

然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。
特

に
山
々
が
連
な
り
、
四
季
折
々
に
美
し

い
姿
を
か
え
る
奥
羽
山
脈
は
と
て
も
魅

力
的
で
す
。

　
こ
の
地
方
は
果
樹
の
栽
培
が
さ
か
ん

で
、
リ
ン
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
サ
ク
ラ
ン
ボ

な
ど
が
多
く
収
穫
さ
れ
、
フ
ル
ー
ツ
村

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋

か
ら
初
冬
に
か
け
て
清
流
を
利
用
し
て

育
て
た
セ
リ
の
出
荷
も
行
わ
れ
ま
す
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、
雪
の
多
い
年
で

二
回
ほ
ど
、
寒
さ
は
と
て
も
厳
し
く
、

川
や
池
が
凍
り
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
た
り

氷
を
切
り
取
っ
て
魚
釣
り
も
楽
し
め
ま

す
。　

小
学
校
の
頃
の
思
い
出
は
、
全
校
で

ナ
ベ
ッ
子
遠
足
と
い
っ
て
春
は
竹
の
子
、

秋
は
サ
ト
イ
モ
汁
の
材
料
を
背
負
っ
て

学
校
林
の
手
入
れ
を
し
た
あ
と
友
達
と

食
べ
た
味
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

榊　　灘噸

村山富士子さん
　（水口・50歳）

秋田県湯沢市

　
十
日
町
に
も
お
い
し
い
食
物
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
湯
沢
に
も
キ
リ
タ
ン
ポ
・

し
ょ
っ
つ
る
ナ
ベ
・
鯉
の
甘
煮
な
ど
郷

土
色
豊
か
な
料
理
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、

お
客
様
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
々
ふ
る
さ
と
へ

帰
っ
て
食
べ
る
味
は
何
ん
と
い
っ
て
も

一
番
で
す
．

　
十
日
町
に
嫁
い
で
三
十
年
近
く
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
見
知
ら
ぬ
土
地
で

の
生
活
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地

域
の
人
達
の
心
の
温
か
さ
に
支
え
ら
れ

て
、
今
で
は
安
心
し
て
親
し
く
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

傷感県

8

静爵

弦茅県鑛雛

画撮

・湯＝縛

℃
紛
　
℃
℃
℃
℃
つ
℃
℃
蜀
◎
諭
∪
℃
喝
噸
℃
つ
喝
つ
O



●
●

65

〈材料〉（8人分）

なす…大3．トマト（よく熟

しているもの）…大2、じゃ
がいも…大3、玉ねぎ…大1、

いんげん豆…10本、豚肉…300

9、塩・コショウ…各適量

※豚肉の代わりに缶詰のさば

水煮でもおいしいです。

　　■～鞠皿〆皿

夏
野
菜
の
※
1
辣

嘱
．

村山和子さん
（誓騨邊急騰）

　
父
が
よ
く
作
っ
て
く
れ
た
ス
ー
プ
で
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
大
好
き
で
し
た
。
野

菜
の
う
ま
味
を
生
か
し
て
塩
は
少
な
め

に
。
暑
く
て
食
欲
の
な
い
と
き
特
に
喜

ば
れ
、
こ
れ
を
作
る
と
「
夏
」
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

　
な
す
、
ト
マ
ト
、
じ
ゃ
が
い
も
に
、

夏
の
有
り
合
わ
せ
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

加
え
て
一
度
い
か
が
で
す
か
。

〈
作
り
方
〉
①
な
す
、
ト
マ
ト
、
玉
ね

ぎ
は
大
き
め
の
ざ
く
切
り
、
じ
ゃ
が
い

も
も
大
き
め
に
四
つ
か
六
つ
に
切
る
。

②
切
っ
た
ト
マ
ト
を
両
手
に
入
れ
て
合

わ
せ
、
余
分
な
種
を
出
す
よ
う
に
振
る
。

③
豚
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

④
い
ん
げ
ん
は
三
弛
．
く
ら
い
に
切
る
。

⑤
い
ん
げ
ん
を
除
い
た
材
料
を
大
き
め

の
な
べ
に
入
れ
、
水
を
多
め
に
（
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
か
ぶ
る
く
ら
い
）
入
れ
る
。

⑥
煮
立
っ
た
ら
弱
火
に
し
、
じ
ゃ
が
い

も
が
煮
え
た
ら
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
を
入
れ

て
火
を
止
め
、
色
ど
り
に
軽
く
塩
ゆ
で

し
た
．
い
ん
げ
ん
を
加
え
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　弟の賢太＜1オ）と、毎日仲良く遊んでいるよ。ワンパク盛

りで．おばあちゃんは大変みたい。でも、お田さんが帰ってく

ると￥おんぶやだっこをおねだりする甘えんぼうになるんだ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　自梅保育園

2　　　⑫

　麗演綻　廟一舅．パ＝、　　　，川ポ，褻雛
　　謬3　　　　　　　　　・撫1

　お泊り会で私がブレゼントをも

らっているところなの。おぱけ屋

敷もやったけどこわくなかったわ。

　1欝　差雛　　　試、、．．　4．繍．、

　お泊り会で、かみきり虫の映画

を見たんだ。みんなで作った夕ご

はんは、とってもおいしかったよ。

　
　
　
み
　
き
（
6
歳
）

高
橋
弥
希
ち
ゃ
ん

　総

璽領

堀
。
一
製
臓
）

㎜
量
轡饗

0
傷
　
げ
σ
0
0
0
0
②
②
ひ
β
0
0
0
0

垣　弓

診
り

㌧
こ
㌧

i難

灘

佐
藤
榮
益

鑓

　
昔
は
ど
ご
の
う
ち
も
朝
早
く
か
ら
、

み
ん
な
一
緒
に
田
ん
ぼ
や
畑
で
働
き
、

土
仕
事
の
毎
日
だ
っ
た
の
。

　
半
道
も
あ
る
野
中
小
学
校
ま
で
は
道

幅
が
い
く
ら
も
な
く
、
ご
う
ぎ
曲
が
り

く
ね
っ
て
い
て
、
冬
な
ん
か
危
ね
く
て

大
人
が
先
に
な
っ
て
雪
を
こ
ざ
き
、
朝
晩

送
り
迎
え
し
た
ん
そ
。
今
じ
ゃ
考
え
ら

ん
ね
の
。
お
ら
の
同
級
生
は
二
十
七
人

で
、
ど
の
学
年
も
同
じ
く
ら
い
の
人
数

だ
っ
た
ど
も
、
今
は
全
校
で
二
十
七
人

だ
と
の
。
少
な
く
な
っ
た
こ
っ
つ
お
。

学
校
か
ら
帰
る
と
家
じ
ゃ
手
伝
い
が
主

で
、
遊
ん
だ
こ
と
は
あ
ん
ま
り
覚
え
て

い
ね
て
。

　
父
親
が
五
十
五
歳
、
母
親
は
七
十
の

さ
ん

（
漆
島
・
釧
歳
）

0
0
　
G
　
Q

声
が
か
か
る
こ
ろ
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
も
う
ち
っ
と
長
生
き
さ
せ
た
か
っ

た
と
こ
の
ご
ろ
特
に
思
う
の
。

　
昭
和
五
十
八
年
ま
で
四
十
年
も
休
ま

ず
蚕
を
飼
っ
て
い
て
、
毎
日
が
ほ
ん
と

う
に
忙
し
か
っ
た
の
。
冬
は
わ
ら
仕
事

で
自
家
用
の
も
ん
作
っ
て
い
た
ど
も
、

今
は
わ
ら
な
ん
か
用
事
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
ん
ち

　
楽
し
み
と
い
う
と
、
町
の
七
日
祭
り

に
朝
か
ら
歩
く
の
も
苦
に
し
ね
で
出
か

け
た
り
、
今
は
や
め
た
ど
も
、
お
庚
申

様
を
も
っ
た
り
し
た
こ
と
か
の
。

　
今
は
野
中
を
中
心
と
し
た
長
寿
ク
ラ

ブ
で
、
総
会
の
と
き
塩
ノ
又
の
湯
に
行

っ
て
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
た
り
、
テ

レ
ビ
の
時
代
劇
や
相
撲
を
見
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ら
ん
そ
。

　
こ
こ
で
生
ま
れ
て
、
こ
こ
で
育
っ
て

ほ
か
の
土
地
へ
は
行
づ
て
み
な
か
っ
た

ど
も
、
離
れ
て
み
る
気
は
し
ね
の
。
今

で
も
田
ん
ぼ
の
水
を
見
た
り
、
あ
ぜ
な

ぎ
を
し
て
た
ど
も
、
先
月
け
が
を
し
て

か
ら
静
か
に
し
て
ら
ん
そ
。
体
が
し
っ

か
り
し
た
ら
、
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
も

う
ち
っ
と
頑
張
っ
て
み
る
て
の
。

平成4年8月m日9とおガ詐お
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参議院新潟県選出議員選挙結果
　　　　　7．月26日投票県選管確定

㊥真島一男（59・自民②）496，251票（12，205）

㊥大渕絹子（47・社会②）376，580票（8，590）

　村田一男（48・共産）　72，541票　（1，556）

　北村寿孝（44・中小）　44，017票　　（701）

　　　　　　　　　（）内は十日町市開票区の得票

　　　　　十日町市開票区選挙結果

　■有権者数　34，722人　　■投票者数23，901人

　■棄権者数　10，821人　　■投票率　68．84％

　■無効投票　　　848票
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ
　　参議院比例代表選出議員選挙結果

予
約
募
集
中

県
民
手
帳
〈
一
九
九
三
年
版
〉

～
持
っ
て
い
る
と
、

　
　
　
　
　
き
っ
と
役
立
つ
～

　
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

表
紙
は
、
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
と
ワ
イ
ン

の
二
色
が
あ
り
ま
す
。

■
価
　
格
三
八
○
円

■
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

■
申
込
期
限
　
九
月
五
日
㈹
ま
で

■
申
し
込
み
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
　
（
奮
内
線
鵬
）
へ
。

　
　
　
　
　
子
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
押
し
花
教
室

■
と
き
　
8
月
21
日
㈹
午
後
1
時

　
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　『　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一
一一一

届幽
番懸

政　　党　　名 得雛数
欝縮翼獺闘票麟

1 発　　　明　　　政 治 50

2 国　　　民　　　新 党 46

3 日本国民政治連合 52

4 進　　歩　　自　由　連 合 9
5 教　　　　　育 党 21

6 公　　　　　　明 党 1，656

7 国　際　政　治　連 合 3
8 「開星論」のU　F　O党 25

9 全日本ドライバーズクラブ 61

10 老　　人　　福　　祉 党 241

11 モ　ー　　タ　ー　新 党 131

12 社　　会　　民　主　連 合 122

13 日　　本　　共　　産 党 1，093

14 希 望 42

15 第　二　　院　　ク　ラ ブ 318

16 新　　　自　　　由 党 54

17 世　　界　　浄　　霊 ム
本 4

18 風　　　　　の ム
云 80

19 日　　　本　　　新 党 810

20 日　　本　　社　　会 党 5，707

21 年　　’　　金　　・ 党 132

22 日　　本　　愛　　酢 党 19

23 大　　日　本　　誠　　流 社 2
24 ス　ポ　ー　ツ　平　和 党 577

25 中　小　企　業　生　活 党 76

26 自　　由　　民　　主 党 10，058

27 民　　　　　社 党 1，186

28 国　　　　　民 党 30

29 文　化　フ　ォ　ー　ラ ム 15

30 地　　球　　維　　新 党 1
31 フリーワークユニオン 6
32 政　事　公　団　太　平 会 1
33 日　本　世　　直　　し 党 13

34 平　　成　　改　　新 党 18

35 環　　　　　境 党 21

36 平　　　　　民 党 24

37 雑　　　　　民 党 8
38 表　　現　　の　　自　由 党 7

㎜㎜
　
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

…
「
や
い
ろ
の
里
」
職
員
募
集

一
㎜
　
小
出
町
に
建
設
中
の
精
神
薄
弱
者
更

一
生
施
設
「
や
い
ろ
の
里
」
が
来
年
四
月

｝
㎜
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
次
の

…
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

…
■
職
種
・
採
用
人
員

皿
　
①
生
活
指
導
員
・
作
業
指
導
員
…
そ

皿
　
れ
ぞ
れ
男
女
共
3
名
程
度

…
　
②
介
助
員
…
女
子
1
名

　

一
　
③
看
護
婦
…
1
名

㎜
皿
　
④
栄
養
士
…
1
名

一
皿
　
⑤
事
務
員
…
1
名

…
　
⑥
用
務
員
…
1
名

一
■
試
　
験
　
9
月
2
7
日
㈲
、
小
出
郷
福

｝
㎜
　
祉
セ
ン
タ
ー

7
■
申
し
込
み
　
9
月
1
4
日
㈲
ま
で
に
㈹

㎜
　
魚
沼
地
域
福
祉
会
事
務
局
（
小
出
町
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
大
字
十
日
町
一
四
〇
三
の
一
智
0
2

　
5
7
9
1
2
1
6
1
2
3
）
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
援
護
係
（
費
内
線
瀧
・
鵬
）
へ
。
受

　
験
案
内
の
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

　
　
無
料
法
律
相
談

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
行
い
ま

す
。
法
律
関
係
の
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薗
と
　
き
　
8
月
2
0
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
分
～
4
時
（
1
人
3
0
分
間
…
5
人
程

　
度
）

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

■
相
談
員
　
小
林
彰
弁
護
士

■
申
し
込
み
　
電
話
で
市
民
課
（
盈
内

　
線
螂
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
多

　
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■投票者数　23，898人

■投票率68．83％

所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

■
対
象
親
と
子
（
小
学
生
）
の
ペ

ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容
　
電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
て
押

し
花
を
作
り
、
で
き
た
押
し
花
で
手

づ
く
り
の
し
お
り
、
ハ
ガ
キ
を
完
成

さ
せ
ま
す
。

■
参
加
費
　
親
子
1
組
1
、
0
0
0
円

■
定
員
親
子
1
5
組

■
申
し
込
み
　
8
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
、

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客
さ

ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
盈
52
－
3
1
0
7
）
へ
。

市民

■有権者数　34，722人

■棄権者数　10，824人

■無効投票　　1，178票

㊥
雛

　
　
　
　

㊨
晦

㊨
御

⑪
杵

⑱
塒

⑫
揃

㊥
陥

　
　
3　8月23日（日）午前9時～午後5時…郷土探険日

〈夏休み特別企画〉

昔にふれてみよう！勲騨知的遊園地

　博物館では、8月23日を終日無料公開いたします。重文縮

収蔵庫や仕事場も公開し、また、いろんな質問にもお答えしま

す。夏休みの一日家族や友達と博物館に出かけてみませんか。
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麻
し
ん
（
は
し
か
）

　
　
　
　
　
の
予
防
接
種

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療

機
関
で
個
別
に
接
種
し
ま
す
。
接
種
を

受
け
る
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
接
種
対
象
者
　
昭
和
61
年
n
月
1
日

～
平
成
3
年
4
月
－
日
に
生
ま
れ
た
幼

児
。
た
だ
し
、
す
で
に
は
し
か
に
か
か

っ
た
こ
と
の
あ
る
子
や
麻
し
ん
、
M
M

R
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

子
は
除
き
ま
す
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
　
1
年
以
内
に
け

い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
子
な

ど
。
慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
8
月
1
9
日
㈱
～
9
月
2

日
㈱
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
　
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

を
持
参
し
、
保
健
衛
生
課
（
盈
内
線
齪
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　『　　　　　　　｝　　　　　　『　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一
一一一

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

　
　
心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
8
月
2
5
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

1
2
4
0
0
）
ま
た
は
、
保
健
衛
生

課
保
健
衛
生
係
へ
。

　
　
酒
害
の
懇
談
会

■
と
　
き
　
8
月
2
8
日
㈲
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
予
約
く

　
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　『　　　　　　　一　　　　　　　『　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　｝　　一　　『　　一　一　一
一一一

家
族
介
護
者
教
室

　
　
　
～
　
一
般
公
開
講
座
～

■
と
　
き
　
8
月
2
9
日
ω
午
後
2
時

～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
三
好
園

■
内
　
容
　
講
座
「
痴
呆
性
老
人
と
の

上
手
な
お
付
き
合
い
」
　
講
師
”
須

賀
良
一
氏
（
中
条
病
院
精
神
科
医
長
）

■
参
加
費
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ
イ
・
サ
ー

　
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
暦
5
6
1
2
1
0
6
）

県
少
年
の
主
張

十
日
町
中
魚
沼
地
区
大
会

■
と
　
き
　
8
月
2
1
日
働
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
市
民
会
館

■
内
　
容
　
①
中
学
校
代
表
1
0
人
に
よ

る
主
張
発
表
②
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏

■
入
　
場
　
無
　
料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　｝　　一　一　一一一一

■
問
い
合
わ
せ
　
中
魚
沼
社
会
福
祉
事

務
所
（
盈
5
5
－
5
5
1
7
）
へ
。

軽
油
免
税
証
の
交
付

　
　
　
～
収
穫
・
秋
耕
用
～

■
交
付
日
　
8
月
2
7
日
㈲
・
2
8
日
㈲

午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
交
付
場
所
　
十
日
町
総
合
庁
舎
第
二

会
議
室

■
必
要
書
類
　
①
免
税
証
交
付
申
請
書

②
免
税
軽
油
使
用
者
証
③
耕
作
面
積

証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
証
明
）
④

印
鑑
（
共
同
使
用
の
場
合
は
全
員
の

印
鑑
）
⑤
新
規
の
機
械
や
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
使
用
機
械
の
証
明
書
ま

た
は
納
品
書
等
の
写
し

■
そ
の
他
　
①
道
路
運
送
法
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
機

械
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
②
大
口
生

産
組
合
は
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
（
智
5
7
－
5
5
1
2
）
へ
。

　　　　　⑪㊨㊨㊨⑧㊥㊨㊨
8月25日（火）明石万灯…午後7時～9時

　　　　　民謡流し…午後8時～9時20分

　　　　　仮装大会…午後7時～9時20分
　　　■申し込み　8月15日ωまでに、申込書を下記に提出してくだ
蒲問い合わせさい．

者　　　　　　　明石万灯……十日町商工会議所（費57－5111）

萎　援難〕・・＋日町市観光協会（　一3345）

※民謡流し参加団体の打合会は18日（幻午後7時から市保健センター2階で行います。

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成4年 24（99） 30（113） 0（1）

平成3年 14（90） 16（97） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成4年 6（52） 6（62） 0（0）

平成3年 8（58） 10（71） 0（1）

計
平成．4年 30（151） 36（175） 0（1）

平成3年 22（148） 26（168） 0（2）

交通安全キャンペーン

・
曾㌧

口

．
，●

　
　
務
－

細
雛
－

い
ノ
ノ
！

（）は累計

■飲酒運転は絶対にしない

飲酒運転による重大癖
事故が多発しています。

お盆お祭り等で飲酒　3．ブ
　　　　　　　　　　“の機会が多くあります

が、絶対に飲酒運転は

しないでください。

7月中の交通事故発生状況

　　　　　暴走運転で対向車線を
　　ゆ　　ヨ

　罎　　　オーバーし衝突事故

　　　　　　7月24日働午後9時30分ご
　　　　　ろ、西本町地内の市道上で、

18歳男性運転の普通乗用車が高速暴走。

緩いカーブを曲がり切れずにスリップし

ながら対向車線にはみ出し、軽四輪ワゴ

ンに衝突。車は大破、3人が負傷しました。

とおかまちの自然
　　　　　　（理科センター）

　ムシ盛リナデシコ　⑮

麟，鐵翻纏難欝鱗雛籔麟
　　　』．讐懸灘籔欝馨鐵鑓欝繋難籔欝一薙縷繍購

雛纒馨籔．鎌纏灘灘．難騰鐵・

　　　1…I 　「　 －　1「ll　　… 11 L§i

時
最
野

戸
江
す
カ

　
ま
の

，
て
た

　
れ

　
わ
て

帰
言
れ

　
と
　
さ

　
た
培
す

原
し
栽
で

　
来
　
　
の

　
期
　
　
し

　
代
初
性

れ
液
　
　
る
　
　
つ
色

枝
色
、
分
な
し
　
先
ま

　
褐
部
ナ
ま
て
　
　
き

　
　
　
の
動
れ
　
　
枝
咲

上
さ
こ
て
ら
抱
　
て

で
の
す
つ
付
茎
ま
ま

　
　
　
り
く
名
く
付
数

　葉には柄が無

が向かい合って

の小さな花が多
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蹴

一

．
十
日
町
市
下
条
地
内
の
墓
地
で
、

久
し
ぶ
り
に
ヨ
シ
で
作
っ
た
鳥
居
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
墓
飾
り
を
み
か
け
た
。
以
前
は
ど

こ
で
も
よ
く
み
ら
れ
た
お
盆
の
光
景

で
あ
る
。

　
八
月
十
五
日
を
中
心
と
す
る
前
後

一
連
の
行
事
が
「
盆
」
。
そ
れ
に
し
て

も
盆
と
い
う
言
葉
は
、
ど
こ
か
ら
で

て
き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
二
説

が
聞
か
れ
る
。

　
　
　
　
も
く
れ
ん
　
　
　
　
が
　
き

　
弟
子
の
目
蓮
が
、
餓
鬼
に
お
ち
た

　
　
　
と
う
け
ん

亡
母
の
倒
懸
（
さ
か
さ
吊
り
）
の
苦

を
救
う
た
め
、
師
の
釈
迦
に
教
え
を

請
う
た
と
こ
ろ
、
（
旧
暦
）
七
月
十
五

　
　
ひ
ゃ
く
み

日
に
百
味
の
飲
食
で
衆
僧
を
供
養
す

れ
ば
七
世
父
母
、
現
世
父
母
の
苦
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ん
ご

が
救
え
る
と
の
こ
と
。
倒
懸
を
梵
語

で
ウ
ラ
ン
バ
ー
ナ
、
音
訳
で
孟
蘭
盆

（
う
ら
ぼ
ん
）
。
そ
の
略
語
が
盆
で
、

行
事
名
も
そ
こ
か
ら
出
た
と
す
る
説
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ご
し

　
毎
年
、
こ
の
季
節
（
夏
越
の
後
）

に
、
祖
霊
が
訪
ね
て
く
る
と
い
う
わ

が
国
固
有
の
信
仰
が
あ
る
。
こ
の
と

き
供
え
る
供
物
の
容
器
が
ボ
ニ
・
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
き

ン
”
盆
、
や
が
て
こ
の
供
器
で
．
祭
ら

れ
る
も
の
自
体
を
盆
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説
。

灘
灘
繋
欝
灘
灘
麟

　
そ
の
い
ず
れ
に
よ
る
の
か
は
と
も

か
く
と
し
て
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
十
日
町
の
盆
行
事
を
み
て
い
く
と
、

祖
先
の
信
仰
生
活
の
素
朴
な
源
流
が

な
ん
と
な
く
う
か
が
え
て
く
る
。

　
鳥
居
状
の
墓
飾
り
茜
十
三
日
早
朝

の
川
で
の
沐
浴
や
髪
洗
い
、
仏
壇
と

は
別
の
盆
棚
、
供
物
に
は
欠
か
せ
ぬ

鏡
イ
ゴ
や
柳
箸
、
門
先
の
迎
え
火
や

ホ
ー
ズ
キ
提
灯
で
の
精
霊
迎
え
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。

　
思
う
に
仏
教
式
の
孟
蘭
盆
会
と
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
ご
う

本
固
有
の
精
霊
信
仰
が
習
合
し
て
、

今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
お
盆
習
俗
と

な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

．
総
磁
醤

灘
糞
鷺
議
謙

盆の墓飾り（池ノ尻）

美
ヶ
原
の
ロ
ダ
ン
大
賞
展
で

　
　
　
　
彫
刻
の
森
美
術
館
賞
に
輝
く

　
長
野
県
の
美
ヶ
原
高
原
で
は
、
今

世
界
有
数
の
彫
刻
展
「
第
四
回
ロ
ダ

ン
大
賞
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
十
八
力
国
、
三
八
五
点
の
応
募

の
中
か
ら
、
審
査
貝
の
絶
賛
を
得
て
、

前
回
の
入
賞
に
引
き
続
い
て
「
彫
刻

の
森
美
術
館
賞
」
を
受
賞
し
た
、
水

沢
中
学
校
教
諭
藤
巻
さ
ん
の
作
品

「
家
路
へ
」
を
含
め
、
厳
選
さ
れ
た

二
十
点
の
彫
刻
が
、
高
原
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
巻
さ
ん
の
今
回
の
受
賞
作
品
は
、

高
さ
三
材
の
一
枚
の
葉
の
上
で
、
妖

精
（
幼
子
）
が
ぶ
ら
ん
こ
に
乗
っ
て

舞
う
、
と
い
う
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
を

表
現
し
た
、
や
さ
し
さ
と
夢
が
伝
わ

っ
て
ぐ
る
作
品
で
す
。

　
悲
願
を
達
成
し
て
の
受
賞
な
だ
け

に
「
授
賞
式
で
、
初
め
て
自
分
の
名

藤巻秀正さん
　（島・54歳）

前
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
と
き
は
震

え
が
走
っ
た
」
と
、
「
日
本
の
藤
巻
」

の
評
価
に
感
激
す
る
一
方
で
、
「
教
師

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
作
品
。
生
徒
が

い
た
か
ら
」
と
話
す
表
情
は
、
作
風

を
写
し
た
よ
う
な
先
生
の
温
か
い
人

柄
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
そ
の
先
生
が
、
自
宅
の
ア
ト
リ
エ

で
彫
刻
家
の
顔
に
変
わ
る
の
は
、
仕

事
を
終
え
て
の
夜
。
「
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
い
か
に
精
神
力
と
体
力
を

切
ら
さ
ず
に
い
く
か
む
ず
か
し
い
」

と
苦
笑
し
な
が
ら
も
、
「
体
全
体
で
ぶ

つ
か
り
、
そ
れ
が
直
接
は
ね
返
っ
て

く
る
彫
刻
の
魅
力
は
か
え
が
た
い
」

と
い
う
藤
巻
さ
ん
。
「
い
ず
れ
は
、
作

家
仲
間
と
ま
ち
を
象
徴
す
る
よ
う
な

共
同
作
品
を
製
作
し
た
い
」
と
夢
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
　
　
2
4
　
　
8
　
　
1
6
　
　
0

臓
飴
告
答
9
±

末
1
0
月
71
〃
3
9
〃
6
0
〃

月
色
前
2
　
3
　
2

7
4
（
2
（
2
（
1
（

（
ロ
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
男
　
女
　
帯

　
人
　
　
　
　
　
　
世

　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

今
月
の
表
紙

　
　
　
　
市
内
の
観
光
名
所
の
一
つ
、

　
　
　
ニ
ツ
屋
の
弁
天
池
で
蓮
ま
つ
り

　
　
　
が
行
わ
れ
、
淡
紅
色
の
蓮
の
花

が
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
八
月
二
日
㈲
に
は
、
二
千
年

蓮
が
咲
き
乱
れ
る
中
「
茶
会
」
が
催
さ

れ
、
お
お
ぜ
い
の
カ
メ
ラ
マ
ン
や
観
光

客
ば
、
池
を
渡
る
早
朝
の
す
が
す
が
し

い
風
に
身
を
包
ま
れ
な
が
ら
、
二
千
年

の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

翻
編
集
後
記

　
先
日
、
市
の
施
設
見
学
会
の
参
加
者

と
大
井
田
城
跡
に
登
り
ま
し
た
。
山
道

を
登
る
と
息
が
切
れ
、
こ
の
場
所
が
天

然
の
要
害
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
眼
前
に
広
が
る
青
々
と
し
た
田
原
を

見
な
が
ら
、
今
年
の
作
柄
は
ど
う
か
な
、

こ
の
地
を
治
め
て
い
た
大
井
田
父
子
も

同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
と
、
ふ
と
思
い
、
気
分
は
城
主
。

　
子
供
が
で
き
た
ら
親
子
で
又
来
よ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
た
独
身
の
⑱
で
す
。
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